あろう か。 御 先祖 頼 重 公が 高 松に 封せられ たの は、 こ 

ういう 時の ために、 四国 を 踏み固めよう という 将軍家 

の 思し召し ではない か。 我々 が 祖先 以来、 高禄 を 頂い 

て、 安閑と 妻子 を 養って こられた の は、 こういう 時の 

ために、 一命 を 捨てて、 将軍家へ 御 奉公す るた めで は 

なかった のか。 こんな 時に 一命 を 捨てなければ、 我々 

は 先祖 以来、 禄 盗人であった という ことになる ではな 

いか」 

そういって、 大きな 目を刮 いて、 一座 を 睨め 回した _ 

「左様、 左様！」 

「ごもっとも」 



ごこ-つ おん 

ために もな リ、 御 先祖 以来の 御鴻 恩に 報いる ことに も 

なる ではない か。 土 佐 兵の 恐い 臆病者 ども は、 城に 

籠って 震えて いるが よい。 この 頼 母 は、 真っ先 かけて 

一戦 を 試みる つもり じ や。 帰順、 降参な どと は 思い も 

寄らぬ ことじ や」 頼 母 は 恒太郎 を、 仇敵の ように 睨み 

据えながら、 怒鳴りつ けた。 

「御 道理！」 

「まさに、 お 説の 通り！」 

「ごもっとも 千万」 などと、 さわがしい 賛意の 言葉が、 

藩士の 口から 洩れた。 

恒太郎 は、 成 田の 怒声に も 屈する ことなく、 温かな 



しょ-つ ね 

成 田 邸への 襲撃 は、 その 夜の 正子の 刻と 決った。 

先手 は、 吉川、 幸 田に 新 一郎 を 加えて 三人、 二番 手 

は 小 泉、 山 田に、 久保三 之丞の 三人。 

新 一郎 は、 同志の 手前、 平気 を 装って いたが、 さす 

がに 心 は 暗く、 足 は 重かった。 

小 泉が、 

「無用の 殺人 は 絶対に 慎む よう。 家来た ちが 邪魔 をす 

れば、 止むな く 斬っても よいが、 頼 母 殿 さえ 倒せば、 

後 は どんどん 引き上げる。 ことに、 嫡子 万 之 助 殿な ど 

は 怪我 させて はならぬ」 と、 皆に 注意して くれたの が、 

新 一 郎 として は、 嬉しかった。 



いてお いた 裏口の 方へ 走り出した。 

新 一郎 は、 倒れた 頼 母の 死屍へ、 片手 を 挙げて 一礼 

すると、 いちばん 後から 庭へ 飛び下りた。 

「曲者 待て！」 万 之 助の 声が きこえた。 

(万 之 助 殿、 お八 重 殿 許せ！) 彼 は、 心で そう 叫びな 

がら、 泉水 を 飛び越え ると、 同志た ちの 後 を 追った。 

「待て、 卑怯者 待て！」 万 之 助の 声が、 四、 五 間 背後 

でした。 が、 新 一郎 は 後 を 見ずに 走った。 



(もう、 お八 重 殿 は、 きっと どこかへ 縁付かれた であ 

ろう。 それとも まだ 家に おられる だろう か) 

新 一郎 は、 東京に 出てから も、 時々 そう 考えた。 

お八 重に 貞節 を 守って いる わけではなかった が、 新 

一郎 もま だ 結婚し ないで いた。 先輩 や 同僚から 縁談 を 

勧められ たが、 なんとなく 気が 進まなかった。 

明治 四 年の 春に、 高 松から 元の 家老の 蘆 沢 伊織が 上 

京して 来た。 新 一郎と も 遠縁で あつたし、 成 田の 家と 

も 遠縁であった。 

新 一郎が、 水道 橋の 旧藩主の 邸へ 久しぶりに 御機嫌 

伺いに 行く と、 そこで 伊織と 偶然 会った。 



た。 

「国から 客！ ほほう、 なんという 名前 だ」 

「成 田 様と い つ て おられます」 

「成 田！」 新 一 郎は、 懐かし さと 恐怖と が、 同じ くら 

いの 分量で 胸に 湧き上った。 

居間に 落ち着い てから、 女中に、 

「こっちへ お通し 申せ」 と、 いった。 

(万 之 助だろう、 万 之 助 も 今年 二十 二 か、 そうすれば 

お八 重 殿 は 二十 三 かな) 

と、 思いながら、 待って いると、 襖が 開いて、 頭 を 

散髪に した 万 之 助が、 にこに こ 笑いながら 現れた。 



苦しい。 が、 あきらめ ていても らいたい。 そのうちに 

は、 妻と 呼び 夫と 呼ばれる 時 も、 来る で ござろう」 

新 一 郎の 言葉に は、 真実と 愛情と が 籠って いた。 

お八 重 は、 わ あっと 泣き伏して しまった。 

が、 しばらくして 泣き止む と、 

「失礼いた しました。 おゆるし 下さい ませ」 というと 

しとやかに 襖 を 開けた。 

(お八 重 どの！) 新 一郎 は、 呼び返し たくなる 気持 を 

危く 抑えた。 

六 



て、 剣法の 稽古 をいた してお ります る」 

「子細と はなん じ や」 

「万 之 助 は、 敵 討が したいので ございます」 

「えつ！」 新 一郎 は、 ぎくつ として、 思わず 声が 高く 

なった。 

「父 頼 母 を 殺された 無念 は、 どうしても 諦める， J とが 

できません」 

「 …… 」 

新 一郎 は、 I 腸 を 抉られる ような 思いが して、 口が 

利け なかった。 

わき 

「私 は、 父が 側 腹を剌 され、 首 を 半分 斬り 落されて 倒 



「分かって おりません。 お 兄 様 は、 あの 連中と は 御 交 

際が あつたとの ことで ござります るが、 お 兄 様に は く 

わしい こと は 分か つてお りません か」 

新 一郎 は、 どきん と 胸に 堪えながら、 

「いや、 わしに も 分からぬ が …… 」 

「誰が、 直接 手 を 下し たかは、 問題で は ござり ませぬ _ 

ただ 山 田 も吉川 も、 敵で ある ことに 間違い ござり ませ 

ぬ」 

新 一郎 は、 しばらく 黙って いたが、 

「太 政官 でも、 新 律 綱領で 敵 討 を 公許した ことにつ い 

て は、 その後 疑義 を 持ち、 大学の 教授た ちの 意見 をき 



甚ダ以 テ相不 レ済事 二 候。 依レ 之復謦 厳禁 仰 出サレ 

侯。 今後 不幸 至 親ヲ害 セラ ルル 者 有 レ之ニ 於 テハ、 

事実 ヲ 詳 ニシ、 速 二 其 筋へ 訴へ出 ヅ可ク 侯。 若 

シ其儀 無ク、 旧習 二 泥 ミ擅殺 スルニ 於テハ 相当 ノ罪 

科 二 処ス可 ク候条 、心得 違 ヒ之レ 無 キ様致 スべキ 事 _ 

新 一郎 は、 その 布告の 写 を、 役所から 携え 帰って、 

万 之 助に 見せた。 

万 之 助 は、 それ を 見る と、 男泣きに 泣いた。 

万 之 助が 泣き止む の を 待って、 新 一郎 は 静かに いつ 

た。 



お八 重に 対する もの は、 次の 通りであった。 

\ 一一 ョ 一 一 ル 义。 

「ノ S 属 

死して 初めて、 わが 妻と 呼ぶ こと を 許せ。 御身の 

父の 仇た るを秘 して、 御身と 契り を 結ぶ こと は、 余 

の 潔し とせざる ところな リ。 乞う 諒 とせられよ。 余 

の 死に 依りて、 謦は 消えた らん、 御身 を 妻と 呼ぶ こ 

と を 許せよ。 余 は、 上官に 対する 遺言書に、 御身 を 

妻と 申告し 置き たれば、 余の 所持金 及び 官 よりの 下 

賜金 は 凡て、 御身の 所有と なるべし。 万 之 助 殿と 共 



に、 幸福に 暮 さるべし。 良縁 あらば、 嫁がれて 可な 

リ。 

亲 1 .04 

万 之 助と お八 重と は、 新 一郎の 死 床で、 相 擁して い 

つまで も、 泣きつ づけた。 
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